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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成25年10月3日(2013.10.3)

【公開番号】特開2012-71573(P2012-71573A)
【公開日】平成24年4月12日(2012.4.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-015
【出願番号】特願2011-50595(P2011-50595)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/165    (2006.01)
   Ｂ０５Ｃ   5/00     (2006.01)
   Ｂ０５Ｃ  11/10     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   1/26     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０２Ｈ
   Ｂ０５Ｃ   5/00    １０１　
   Ｂ０５Ｃ  11/10    　　　　
   Ｂ０５Ｄ   1/26    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月15日(2013.8.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液滴吐出ヘッドのノズル面を払拭するノズル面清掃装置において、
　前記ノズル面を払拭する払拭部材と、
　前記液滴吐出ヘッドを移動させるヘッド移動手段と、
　前記払拭部材および前記液滴吐出ヘッドのいずれかを振動させる微振動手段と、
　を備え、
　前記微振動手段が、前記ヘッド移動手段による移動と同一平面で異なる方向に振動させ
ることを特徴とするノズル面清掃装置。
【請求項２】
　前記微振動手段による振動方向が、前記ヘッド移動手段の移動方向に対して略直角方向
であることを特徴とする請求項１に記載のノズル面清掃装置。
【請求項３】
　前記微振動手段による振動の周波数ｆが、下記の式の範囲であることを特徴とする請求
項１または２に記載のノズル面清掃装置。
　ｆ≧Ｖｈ／（２×（Ｌｎ＋Ｌｗ））
　ｆ：振動数、Ｖｈ：液滴吐出ヘッドの移動速度、Ｌｎ：払拭部材の進行方向に対するノ
ズルの長さ、Ｌｗ：ノズル面に接触する払拭部材の長さ
【請求項４】
　前記微振動手段による振動の振幅が、前記ヘッド移動手段の移動方向に対して垂直方向
のノズルの幅Ｌｎ’であることを特徴とする請求項１から３いずれか１項に記載のノズル
面清掃装置。
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【請求項５】
　前記払拭部材が帯状のウエブであることを特徴とする請求項１から４いずれか１項に記
載のノズル面清掃装置。
【請求項６】
　前記払拭部材と、前記払拭部材を前記ノズル面に押し当てる押し当て部材と、前記払拭
部材を移動させる払拭部材移動手段と、を本体フレーム内に設け、
　前記払拭部材移動手段は、前記払拭部材を繰り出す繰出軸と、前記払拭部材を巻き取る
巻取軸と、前記繰出軸と前記押し当て部材と前記巻取軸との間を前記払拭部材が巻き掛け
られ、回転駆動されて前記払拭部材を前記巻取軸に向けて送る駆動ローラと、からなるこ
とを特徴とする請求項５に記載のノズル面清掃装置。
【請求項７】
　前記微振動手段は、前記押し当て部材を振動させる加振部材であることを特徴とする請
求項６に記載のノズル面清掃装置。
【請求項８】
　前記微振動手段は、前記本体フレームを振動させる加振部材からなることを特徴とする
請求項６に記載のノズル面清掃装置。
【請求項９】
　前記加振部材が、ピエゾアクチュエーターであることを特徴とする請求項７または８に
記載のノズル面清掃装置。
【請求項１０】
　前記加振部材が、偏芯カムとモータであることを特徴とする請求項７または８に記載の
ノズル面清掃装置。
【請求項１１】
　前記加振部材が、リニアモータであることを特徴とする請求項７または８に記載のノズ
ル面清掃装置。
【請求項１２】
　洗浄液噴射部を、前記液滴吐出ヘッドの移動方向に対して、前記払拭部材による払拭位
置の手前に備えることを特徴とする請求項６から１１いずれか１項に記載のノズル面清掃
装置。
【請求項１３】
　前記液滴吐出ヘッドの移動方向と前記払拭部材移動手段による前記払拭部材の移動方向
とが同一方向であり、
　前記液滴吐出ヘッドの移動速度Ｖｈが前記払拭部材の移動速度Ｖｗより速い条件と、前
記払拭部材の移動速度Ｖｗが前記液滴吐出ヘッドの移動速度Ｖｈより速い条件と、のそれ
ぞれの条件で、少なくとも１回以上払拭を行なう制御部を備えることを特徴とする請求項
６から１２いずれか１項に記載のノズル面清掃装置。
【請求項１４】
　前記洗浄液噴射部を、前記液滴吐出ヘッドの移動方向に対して、前記払拭部材による払
拭位置の両側に備え、
　前記液滴吐出ヘッドの移動方向と、前記払拭部材移動手段による前記払拭部材の移動方
向が逆方向で払拭を行なう条件と、前記液滴吐出ヘッドの移動方向と前記払拭部材移動手
段による前記払拭部材の移動方向とが同一方向であり、前記液滴吐出ヘッドの移動速度Ｖ
ｈが前記払拭部材の移動速度Ｖｗより速い条件と、のそれぞれの条件で、少なくとも１回
以上払拭を行なう制御部を備えることを特徴とする請求項１２に記載のノズル面清掃装置
。
【請求項１５】
　前記洗浄液噴射部により供給される洗浄液に、超音波を付与する超音波付与手段を備え
ることを特徴とする請求項１２又は１４いずれか１項に記載のノズル面清掃装置。
【請求項１６】
　前記超音波の周波数が７００ｋＨｚ以上であることを特徴とする請求項１５に記載のノ
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ズル面清掃装置。
【請求項１７】
　前記ノズル面に形成されたノズルのテーパー角度に合わせて、前記洗浄液の噴射角度を
制御することを特徴とする請求項１５又は１６に記載のノズル面清掃装置。
【請求項１８】
　前記微振動手段は、前記ヘッド移動手段の移動方向について、前記ノズル面と前記払拭
部材との当接幅だけ前記液滴吐出ヘッドを移動させる間に、前記異なる方向について前記
払拭部材および前記液滴吐出ヘッドの少なくともいずれかを一往復以上移動させることを
特徴とする請求項６から１７いずれか１項に記載のノズル面清掃装置。
【請求項１９】
　前記払拭部材は、液体に対する吸収性能を有するシート状のウエブであり、
　前記ウエブを前記ノズル面と接触する面の反対側面から押圧して、前記ウエブを前記ノ
ズル面に押し当て、前記ウエブと接触する面が弾性変形する押し当て部材を備えたことを
特徴とする請求項６から１８いずれか１項に記載のノズル面清掃装置。
【請求項２０】
　前記押し当て部材は、表面に弾性部材が設けられたローラ形状を有する弾性ローラであ
ることを特徴とする請求項１９に記載のノズル面清掃装置。
【請求項２１】
　前記異なる方向への前記払拭部材および前記液滴吐出ヘッドの少なくともいずれかの往
復移動における往路又は復路の移動量は、前記払拭部材が前記ヘッド移動手段の移動方向
に対して前記異なる方向が９０°以上となる条件を満たすことを特徴とする請求項１８か
ら２０いずれか１項に記載のノズル面清掃装置。
【請求項２２】
　前記異なる方向への前記払拭部材および前記液滴吐出ヘッドの少なくともいずれかの往
復移動における往路又は復路の移動量をＡ、前記ヘッド移動手段の移動速度をＶｈ、前記
ノズル面と前記払拭部材との当接幅をＬｗと、前記微振動手段の周波数ｆとの関係は、ｆ
＞Ｖｈ／Ｌｗを満たし、かつ、Ａ＞（Ｖｗ＋Ｖｈ）／（２×π×ｆ）を満たすことを特徴
とする請求項１８から２１いずれか１項に記載のノズル面清掃装置。
【請求項２３】
　前記異なる方向への前記払拭部材および前記液滴吐出ヘッドの少なくともいずれかの往
復移動における移動量は、前記ウエブの折り目の幅以上であることを特徴とする請求項１
９から２２いずれか１項に記載のノズル面清掃装置。
【請求項２４】
　前記ウエブと前記押し当て部材との静止摩擦係数は、前記ノズル面と前記ウエブとの滑
り摩擦係数を超えることを特徴とする請求項１９から２３のいずれか１項に記載のノズル
面清掃装置。
【請求項２５】
　記録媒体に対して液滴を吐出する液滴吐出ヘッドと、
　請求項１から２４いずれか１項に記載のノズル面清掃装置と、を備えたことを特徴とす
る液滴吐出装置。
【請求項２６】
　液滴吐出ヘッドを移動させるヘッド移動工程と、
　前記液滴吐出ヘッドのノズル面を払拭する払拭部材を、前記液滴吐出ヘッドの移動と相
対的に移動させる払拭部材移動工程と、
　前記液滴吐出ヘッドまたは前記払拭部材のいずれかを加振し、前記液滴吐出ヘッドおよ
び前記払拭部材の移動と同一平面で異なる方向に振動させる微振動工程と、を有すること
を特徴とする液滴吐出ヘッドのメンテナンス方法。
【請求項２７】
　前記ヘッド移動工程による前記液滴吐出ヘッドの移動と、前記払拭部材移動工程による
払拭部材の移動が同一方向であり、
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　前記ヘッド移動工程と前記払拭部材移動工程は、前記液滴吐出ヘッドの移動速度Ｖｈを
前記払拭部材の移動速度Ｖｗより速く移動させる移動工程と、
　前記払拭部材の移動速度Ｖｗを前記液滴吐出ヘッドの移動速度Ｖｈより速く移動させる
移動工程と、を含み、
　それぞれの前記移動工程で少なくとも１回以上払拭を行うことを特徴とする請求項２６
に記載の液滴吐出ヘッドのメンテナンス方法。
【請求項２８】
　前記ヘッド移動工程による前記液滴吐出ヘッドの移動と、前記払拭部材移動工程による
払拭部材の移動が逆方向である移動工程と、
　前記液滴吐出ヘッドの移動速度Ｖｈを前記払拭部材の移動速度Ｖｗより速く移動させる
移動工程と、を含み、
　それぞれの前記移動工程で少なくとも１回以上払拭を行なうことを特徴とする請求項２
６に記載の液滴吐出ヘッドのメンテナンス方法。
【請求項２９】
　前記ノズル面の汚れを検知する検知工程を有し、
　前記検知工程により検知された汚れに応じて微振動工程を行なうことを特徴とする請求
項２６から２８いずれか１項に記載の液滴吐出ヘッドのメンテナンス方法。
【請求項３０】
　前記検知工程は、前記ノズル面から流体を吐出し、形成した画像を確認して行なうこと
を特徴とする請求項２９に記載の液滴吐出ヘッドのメンテナンス方法。
【請求項３１】
　前記検知工程は、前記ノズル面をカメラで確認することで行なうことを特徴とする請求
項２９に記載の液滴吐出ヘッドのメンテナンス方法。
【請求項３２】
　前記微振動工程は、前記ヘッド移動工程の移動方向について、前記ノズル面と前記払拭
部材との当接幅だけ前記液滴吐出ヘッドを移動させる間に、前記異なる方向について前記
払拭部材および前記液滴吐出ヘッドの少なくともいずれかを一往復以上移動させることを
特徴とする請求項２６から３１いずれか１項に記載の液滴吐出ヘッドのメンテナンス方法
。
【請求項３３】
　前記払拭部材は、液体に対する吸収性能を有するシート状のウエブであり、
　前記ウエブを前記ノズル面と接触する面の反対側面から押圧して、前記ウエブを前記ノ
ズル面に押し当て、前記ウエブと接触する面が弾性変形する押し当て部材を備えたことを
特徴とする請求項２６から３２いずれか１項に記載の液滴吐出ヘッドのメンテナンス方法
。
【請求項３４】
　前記押し当て部材は、表面に弾性部材が設けられたローラ形状を有する弾性ローラであ
ることを特徴とする請求項３３に記載の液滴吐出ヘッドのメンテナンス方法。
【請求項３５】
　前記異なる方向への前記払拭部材および前記液滴吐出ヘッドの少なくともいずれかの往
復移動における往路又は復路の移動量は、前記払拭部材が前記ヘッド移動工程の移動方向
に対して前記異なる方向が９０°以上となる条件を満たすことを特徴とする請求項３３又
は３４に記載の液滴吐出ヘッドのメンテナンス方法。
【請求項３６】
　前記異なる方向への前記払拭部材および前記液滴吐出ヘッドの少なくともいずれかの往
復移動における往路又は復路の移動量をＡ、前記ヘッド移動工程の移動速度をＶｈ、前記
ノズル面と前記払拭部材との当接幅をＬｗと、前記微振動工程の周波数ｆとの関係は、ｆ
＞Ｖｈ／Ｌｗを満たし、かつ、Ａ＞（Ｖｗ＋Ｖｈ）／（２×π×ｆ）を満たすことを特徴
とする請求項３３から３５いずれか１項に記載の液滴吐出ヘッドのメンテナンス方法。
【請求項３７】
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　前記異なる方向への前記払拭部材および前記液滴吐出ヘッドの少なくともいずれかの往
復移動における移動量は、前記ウエブの折り目の幅以上であることを特徴とする請求項３
３から３６いずれか１項に記載の液滴吐出ヘッドのメンテナンス方法。
【請求項３８】
　前記ウエブと前記押し当て部材との静止摩擦係数は、前記ノズル面と前記ウエブとの滑
り摩擦係数を超えることを特徴とする請求項３３から３７のいずれか１項に記載の液滴吐
出ヘッドのメンテナンス方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　ノズル形成領域３０Ａの両側に配置されるノズル保護領域３０Ｂは、ノズル形成領域３
０Ａを保護するための領域である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７０】
　（発明６）：発明５において、前記払拭部材と、前記払拭部材を前記ノズル面に押し当
てる押し当て部材と、前記払拭部材を移動させる払拭部材移動手段と、を本体フレーム内
に設け、前記払拭部材移動手段は、前記払拭部材を繰り出す繰出軸と、前記払拭部材を巻
き取る巻取軸と、前記繰出軸と前記押し当て部材と前記巻取軸との間を前記払拭部材が巻
き掛けられ、回転駆動されて前記払拭部材を前記巻取軸に向けて送る駆動ローラと、から
なることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８２】
　（発明１３）：発明６から１２いずれかにおいて、前記液滴吐出ヘッドの移動方向と前
記払拭部材移動手段による前記払拭部材の移動方向とが同一方向であり、前記液滴吐出ヘ
ッドの移動速度Ｖｈが前記払拭部材の移動速度Ｖｗより速い条件と、前記払拭部材の移動
速度Ｖｗが前記液滴吐出ヘッドの移動速度Ｖｈより速い条件と、のそれぞれの条件で、少
なくとも１回以上払拭を行なう制御部を備えることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０２８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８４】
　（発明１４）：発明１２において、前記洗浄液噴射部を、前記液滴吐出ヘッドの移動方
向に対して、前記払拭部材による払拭位置の両側に備え、前記液滴吐出ヘッドの移動方向
と、前記払拭部材移動手段による前記払拭部材の移動方向が逆方向で払拭を行なう条件と
、前記液滴吐出ヘッドの移動方向と前記払拭部材移動手段による前記払拭部材の移動方向
とが同一方向であり、前記液滴吐出ヘッドの移動速度Ｖｈが前記払拭部材の移動速度Ｖｗ
より速い条件と、のそれぞれの条件で、少なくとも１回以上払拭を行なう制御部を備える
ことを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８６】
　（発明１５）：発明１２又は１４において、前記洗浄液噴射部により供給される洗浄液
に、超音波を付与する超音波付与手段を備えることを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２９０】
　（発明１７）：発明１５又は１６において、前記ノズル面に形成されたノズルのテーパ
ー角度に合わせて、前記洗浄液の噴射角度を制御することを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２９５】
　（発明１９）：発明６から１８いずれかにおいて、前記払拭部材は、液体に対する吸収
性能を有するシート状のウエブであり、前記ウエブを前記ノズル面と接触する面の反対側
面から押圧して、前記ウエブを前記ノズル面に押し当て、前記ウエブと接触する面が弾性
変形する押し当て部材を備えたことを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３０１】
　（発明２２）：発明１８から２１いずれかにおいて、前記異なる方向への前記払拭部材
および前記液滴吐出ヘッドの少なくともいずれかの往復移動における往路又は復路の移動
量をＡ、前記ヘッド移動手段の移動速度をＶｈ、前記ノズル面と前記払拭部材との当接幅
をＬｗと、前記微振動手段の周波数ｆとの関係は、ｆ＞Ｖｈ／Ｌｗを満たし、かつ、Ａ＞
（Ｖｗ＋Ｖｈ）／（２×π×ｆ）を満たすことを特徴とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０３０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３０７】
　（発明２６）：液滴吐出ヘッドを移動させるヘッド移動工程と、前記液滴吐出ヘッドの
ノズル面を払拭する払拭部材を、前記液滴吐出ヘッドの移動と相対的に移動させる払拭部
材移動工程と、前記液滴吐出ヘッドまたは前記払拭部材のいずれかを加振し、前記液滴吐
出ヘッドおよび前記払拭部材の移動と同一平面で異なる方向に振動させる微振動工程と、
を有することを特徴とする液滴吐出ヘッドのメンテナンス方法。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１７】
　（発明３２）：発明２６から３１いずれかにおいて、前記微振動工程は、前記ヘッド移
動工程の移動方向について、前記ノズル面と前記払拭部材との当接幅だけ前記液滴吐出ヘ
ッドを移動させる間に、前記異なる方向について前記払拭部材および前記液滴吐出ヘッド
の少なくともいずれかを一往復以上移動させることを特徴とする。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１８】
　（発明３３）：発明２６から３２いずれかにおいて、前記払拭部材は、液体に対する吸
収性能を有するシート状のウエブであり、前記ウエブを前記ノズル面と接触する面の反対
側面から押圧して、前記ウエブを前記ノズル面に押し当て、前記ウエブと接触する面が弾
性変形する押し当て部材を備えたことを特徴とする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２０】
　（発明３５）：発明３３又は３４において、前記異なる方向への前記払拭部材および前
記液滴吐出ヘッドの少なくともいずれかの往復移動における往路又は復路の移動
量は、前記払拭部材が前記ヘッド移動工程の移動方向に対して前記異なる方向が９０°以
上となる条件を満たすことを特徴とする。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２１】
　（発明３６）：発明３３から３５いずれかにおいて、前記異なる方向への前記払拭部材
および前記液滴吐出ヘッドの少なくともいずれかの往復移動における往路又は復路の移動
量をＡ、前記ヘッド移動工程の移動速度をＶｈ、前記ノズル面と前記払拭部材との当接幅
をＬｗと、前記微振動工程の周波数ｆとの関係は、ｆ＞Ｖｈ／Ｌｗを満たし、かつ、Ａ＞
（Ｖｗ＋Ｖｈ）／（２×π×ｆ）を満たすことを特徴とする。
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【手続補正１７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２８】
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